
手話バッジの活用方法について（アンケート） 
 

鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局障がい福祉課 

 

 鳥取県では、ろう者の方が街中などで聞こえる人とコミュニケーションを取りやすく

するため、要件に該当する人に、手話でコミュニケーションを取れることが一目でわか

る目印として「手話バッジ」（下記参照）を付けていただこうと考えています。 

 現在、どの程度手話のできる人に「手話バッジ」を付けていただくのが適当かを検討

しているところです。 

 そこで、ろう者の方の御意見を検討の参考にしたいので、下記のアンケートに御協力

くださいますようお願いします。 

 ※各設問ごとに該当する箇所の□に✓をしていただくか、○で囲んでください。 

 

【手話バッジ】 

 

 

 

 

 
    《実物大》 

 

 

【質問１】 

  どういった方に「手話バッジ」を付けていただきたいですか？（複数回答可） 

  □ 自己紹介を話題に手話で会話ができる程度の人 

  □ 手話を勉強中又は勉強していた人（講習会や手話サークルなどに参加） 

  □ 手話検定試験等合格者（  級以上） 

※何級以上の方が適当かご記入ください。各級のレベルは次頁参照。 

  □ 登録手話通訳者・登録手話奉仕員   □ 手話通訳士 

  □ その他（                              ） 

 

 

【質問２】 

  「手話バッジ」を付けている人に何を求めますか？（複数回答可） 

  □ 簡単なあいさつ程度（おはよう、こんにちはなどのあいさつ） 

  □ 自己紹介を話題に手話で会話ができる程度 

  □ 外出時の支援（道案内など）     □ 外出時の支援（通訳） 

  □ その他（                              ） 

 

 

《質問は以上です。御協力ありがとうございました。》 

 

【問合せ・回答先】 

  鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局障がい福祉課社会参加推進室 

   ﾌｧｯｸｽ ０８５７－２６－８１３６  電話 ０８５７－２６－７２０１ 

   電子ﾒｰﾙ shougaifukushi@pref.tottori.lg.jp 

   ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（回答のみ） https://tottori.dga.jp/tottori/206/ 

あいサポートマークに“手話”を表す両手を添えたデザイン 

【ろう者の方用】 

mailto:shougaifukushi@pref.tottori.lg.jp


《参考》手話検定試験各級の目安 
 

級 目   安 

１級 学習歴：3年、単語数：3000 

ろう者と積極的に会話をしようとする態度をもち、あらゆる場面での会話を

話題にし、よどみなく会話ができる程度 

準１級 学習歴：2年半、単語数：2200 

ろう者と積極的に会話をしようとする態度をもち、社会活動の場面を話題に

会話ができ、かつ一部専門的な場面での会話ができる程度 

２級 学習歴：2年、単語数：1500 

ろう者と積極的に会話をしようとする態度をもち、社会生活全般を話題に手

話で平易な会話ができる程度 

３級 学習歴：2年半、単語数： 800～1000 

ろう者と積極的に会話をしようとする態度をもち、日常の生活体験や身近な

社会生活の体験を話題に手話で会話ができる程度 

４級 学習歴：1年、単語数：500～600 

ろう者と積極的に会話をしようとする態度をもち、家族との身近な生活や日

常生活の体験を話題に手話で会話ができる程度 

５級 学習歴：6ヶ月、単語数：200～300 

ろう者との会話に興味をもち、自己紹介を話題に手話で会話ができる程度 

 

 


